










（７）結核対策特別促進事業

ア 目的

イ 事業内容

１）外国人技能実習生に対する結核対策

①外国人技能実習生および協同組合に対する健康教育
日 時：平成30年４月19日、平成30年７月10日、平成30年10月17日

場 所：ナル協同組合

対象者：モンゴル国籍の技能実習生33名及び協同組合職員１名

②事業所における結核に関する知識の啓発
日 時：平成30年７月12日、平成30年10月３日

場 所：事業所

２）管内地域全体の結核患者支援の体制づくり及び服薬支援（DOTS）

➀医療機関とのDOTSカンファレンス

【三重中央医療センター】
日 時：毎月第３木曜日 16時～

場 所：三重中央医療センター

参加者：三重中央医療センター （主治医、病棟看護師、薬剤師、検査技師等）

保健所結核担当保健師

対象者：三重中央医療センター入院中の結核患者

参加回数 ４回

検討人数     ６名

➁コホート検討会

【三重中央医療センター】
日 時：平成31年１月17日 17時～18時45分

場 所：三重中央医療センター

参加者：三重中央医療センター（主治医、病棟看護師、薬剤師、検査技師等）

保健所結核担当保健師

検討人数     18名

③DOTS支援 平成30年度中

実人数

延人数

高蔓延国出身外国人技能実習生の受け入れ事業所及び実習生に対し、結核に関する正しい知識の
普及啓発を行うことで結核の早期発見・治療につなげます。また、地域全体で結核患者の服薬を支
援できる体制を整えることで、確実な治療、および結核の蔓延予防につなげます。

32 7 26
171 20 98

病院･家庭等訪問 郵送 その他（来所・電話）

内 容：結核に関する正しい知識の普及を行うとともに、治療等への支援を依頼しました。

パンフレットを用いて結核の感染経路、治療方法、服薬の重要性などを説明しました。

対象者：平成30年度に結核登録された外国人技能実習生を雇用する事業所健康管理担当者、派遣
を行う協同組合職員

対象者：平成29年７月～12月に結核登録され、喀痰塗抹陽性で三重中央医療センターに入院と
          なった患者

内 容：外国人技能実習生、協同組合職員に対して、結核の感染経路や治療方法、服薬の必要性
や有症時の早期受診の重要性について健康教育を実施しました。
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